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新しい教育課程では、 学習指導に関して、児童•生徒の主体性に重点をおいている 。 従

来の教師指導型の学習過程ではなく児童•生徒中心の学習過程である 。 図画工作科・ 美術

科においては、教科の特質として児童 •生徒の個性や創造性を育成するという内容によ

り、主体的な学習過程を重視してきた。

本稿では児童 • 生徒の主体性の啓発のために「提案の言葉」を設定し、教師と児童 • 生

徒の支援の関係に介在する言葉の対応に着目して、教材研究を試みた。

教育課程と図画工作科の関連

学習指導要領の改訂にともな って、新しい教育課程をもとに各教科の内容や学習がすす

められてきている。教育課程の改訂の基本的な考え方には、激しい社会の変化に対応でき

る子どもの査質の育成と、新しい文化の創造の担い手となる人間の育成がある。そのため

に、個性を生かす教育、自己教育力の育成が理念としてあげられている。これらの理念の

具体化として、 「基礎 ・基本の指導の工夫 と個性を生かす教育の推進」 「社会の変化に主

体的に対応できる能力の育成」 「内発的な学習意欲の育成」 「学習指導への教師のかかわ

り方」などがあげられている。

図画工作科の教育では、従来から個性の教育や主体的な取り組みなどは実際の授業を通

して行われてきている。新しい教育課程では、基礎的 ・基本的な内容を重視することと個

性を生かす教育とは表裏一体のものとして捉えられている。基礎的・基本的内容は児童の

自己実現のための基盤と なるものであ り、その基盤の上に個性の発揮があると考えられ
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る。また基礎的・基本的内容は学習指導要領で示されている教科の目標と内容の総体を意

味するものであり、知識、技能、能力、態度等全てを含んでいる。

そのことから考えると、図画工作科の目標は「表現及び鑑賞の活動を通して、造形的な

創造活動の基礎的な能力を育てるとともに表現の喜びを味わわせ、豊かな情操を養う」と

されるように、従来からの大幅な変更はみられない。むしろ、基礎的な能力ということが

明示されており、造形能力を育成することが強調されているとも理解することができる。

本来、造形活動は主体的で自主的な活動であり、それに至る典味や関心が重要であり、そ

れにともなって表現するための技術や技能が必要である。新しい教育課程では造形活動の

能力を教師の柔軟な対応によってすすめようとしている。

例えば、造形遊びの題材などは材料からの児童の自由な発想によって創造的に表現する

ことを 目的とした教材である。 しかも制作の結果である作品が目的ではなく、制作過程で

の工夫や技能の習得が目的であり、表現の喜びを味わわせることが本来の目的である。学

習指導は児童の思考力や判断力、表現力を重視して、個々の児童が各々の表現をすること

を援助、支援する形をとることが望ましい。従来から図画工作科の個々の題材は一つの主

題から多様な作品が予想される特性をもっているが、児童の主体性を重視することから、

一対一対応ではなく、 一対多対応の学習指導がなされることが望ましいと考えられる。

2 「提案の言葉」について

提案の言葉とは、教師からの説明や指示ではなく、児童の主体的な表現活動を誘い出

し、表現の意欲を連続させ、表現活動にこだわらせるような言葉の投げかけであり、児童

の表現活動を励まし、支援するものである。

学習過程を「出会い」→「発想」→ 「構想」→「表現」→「鑑賞」で構成して、次の よ

うな項目に関して、提案の言葉を考慮することにより、児童一人一人が自分の思いを もと

に、思考、判断を繰り返しながら主体的に表現活動ができると考えられる。

(I)表現活動を誘い出す提案の言葉

(2)表現活動にこだわらせる提案の言葉

・材科から発想をふくらませる提案の言葉

・操作イメージを鮮明にさせる提案の言葉

(3)表現活動の視点を変える提案の言葉

(4)視覚的キーワード

(5)表現活動を励ます提案の言葉

これらの 5つの観点による提案の言葉について以下に具体的に考えてみる。

(I)表現活動を誘い出す提案の言葉

これは題材と児童との出会いとなるものである。 したがって、 一人一人の児童の思いを

ふくらませ、広がりのある表現活動を展開させるような適切な動機付けとなるものでなく

てはならない。そのため、児童の生活体験、興味、関心、発達段階を考えて、授業前に十

分工夫しなくてはならない。 （図 l参照）

(2)表現活動にこだわらせる提案の言葉
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材料から発想をふくらませる提案の言葉は、材質の感じ方、つくりたいものを思いつく

などを児童自身の力で獲得させるための言葉である。そのため、表現活動を誘い出すよう

な言葉でなくてはならない。

操作イメージを鮮明にさせる提案の言葉は、切る、折る、結合するなどの児童の表現活

動に不可欠なものである。それらの操作のための用具を選んだり、材料を探したりなどの

思考、判断を繰り返すような提案の言葉によって、児童の操作に対するイメージ（操作イ

メージ）を鮮明にすることができると考えられる。操作イメージと巧緻性は転移するもの

であり、手先の技巧に限定できないものである。 （児童ははさみを使え るから使うのでは

なく、 「切る」という操作イメージからはさみを使うことを選ぶ。） （図 2参照）した

がって、操作イメージを鮮明にすることは、創造的な技能の習得につながるものである。
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繰り返すことで劃遣的な技鮨の冒得ヘ

図2 造形に活動における操作の構造

図 1 主題の構想

(3)表現活動の視点を変える提案の言葉

教師が意図する表現活動を直接的に指示するのではなく、児童一人一人の思いにあった

表現方法や、用具、材料などを児童自ら思考させ、判断させるような方向性をもつ言葉で

あると考えられる。

(4)視覚的キーワード

ジェローム・プルーナーは「認知能力の成長」の中で「知的作業を処理する手段は、年

齢とともに視覚的なものから言語的なものへと移行する」 汁(IIということを 6歳児と 8歳児

の違いを例にとって述べている。十分に発達した言語体系をもちながら視覚的イメージを

利用することが多い低学年においては、点、線、形、方向、明暗、色、テクスチュア、大

きさ、奥行き、運動などの視覚言語や、それを使った単純な参考作品などの視覚的なアプ
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ローチ（視覚的キーワード）が、児童の思いを広げることに対し、より明確な刺激となる

と考えられる。 したがって視覚的キーワードを工夫し、提案することで、児童一人一人が

スムースに発想のき っかけをつかむことができる。

(5)表現活動を励ます提案の言葉

フランツ・チゼックは、 「美術教師の役割は創造的雰囲気をつくることであり、そのた

めに愛、安心感、重要性が必要である」と述べている。11:（2)

児童一人一人が安心して自由に表現活動を展開する創造的雰囲気をつくるためには、表

現の過程において、その子なりに思いついたことを試みることを励ましたり、必要に応じ

て児童の思いが生きるような提案をするなど、児童が自信をもったり、意欲を高めていく

ような支援をする配慮が必要である。汁(3)

したがって、教師は児童一人一人の表現活動を見守り、個に応じた温かで適切な励まし

の言葉を上夫することによって、児窺一人一人が自信と意欲をもって、自分の思いを主体

的に表現していくことができると考えられる。

3 提案の言葉による教材例 ー第 6学年「 10 0億円の建物」一

ここでは、前述のような学習過程に即して、具体的題材として「 10 0億円の建物」の

実践を通して、学習過程と提案の言葉との関係について考察する。

(I)題材について

本学級では、給食のジュースやノートが入っていた段ボールの空き箱などを捨てると

き、 「も ったいないね」 「何かに使えないかな」 「これは木をたくさん切 って作ったの

に」といった会話を交わす児童の姿がしばしば見られる。環境問題について意識しはじめ

たこの時期の児童にと って、本来の役割を終え、処理されようとしている段ボールや廃材

を使って作品を作ることは、興味深い体験になると考えられる。

本題材では、児童が家庭や地域から集めてきた段ボールや廃材などを使って、児童一人

一人の思いをもとに好きな建物を作る。 「出会い」の段階では、 「10 0億円」という法

外な値段をキーワードとして提案することで児童の思いを拡げ、 「表現」の段階では、

「地震、台風」というキーワードから丈夫な接着や加工などの操作の工夫や試行錯誤を促

すことができると考えられる。

(2)題材の目標

・段ボールや廃材などを使って、好きな建物を 自由に作る楽しさを味わうようにする。

（情意面）

・イメー ジした建物を、段ボールやいろいろな材料を組み合わせて制作するようにする。

（造形面）

・材質に合った材料や用具を選び、）Jn上や接着を工夫する ようにする。 （技能面）
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(3)指導計画

表 1 指導計画
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(4) 代表児のプロフィール

表2 代表者のプロフィール

鱈点 A児 B児 C児

図工科学習に閲する奸鎌感（償！ ＆？う X鼠）

゜
△ △ 

絵で表す

゜
X △ 

i 立体で表す

゜ ゜
X 

つくりたいものをつくる

゜ ゜ ゜鑑貫

゜
X 

゜i! 
発想や構想の能力(lllM&)

＾ 
B C 

対象のとらえ方 （よ(I6-'しい） B 8 B 

色彩・形の感覚(III-鼠） A B C 

悶 丁寧さ("-U) A B C 

屑屋 材料・用具の準傭（できるか） A B B 

に 麗材への関心 （あるか） A 

＾ 
C 

対: A ↓ 集中カ・根気強さ（あるか） A B C 

観貫力（あるか） A A ¢ 

g ！ 
れ“瓜9ぃ，'1虎Ln)(lit ＂(~lIJl直tl ン1心Iaり、四9ていと 日 顕 日 佼 口 『
畠i（さ,IんttI"iItっ‘てt"籟1I6彙g，t(闘Ù(:IヽRt ） 

'と“（闘"瓢’り）にKHa“‘ 』Ii a f 隣 ↓uuuuuu 零.JlJl胆lQnoに1 庄
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(5)授業の実際

表 3 授業の実際（その 1)

児買の反応
提案の言葉

A児 l}児 c児

みん天訟才な一人ザ一人謹も
o熱心に話を皿いてい o熱心に話をllllいてい 0あま様り話をDHいてい

が、 デイナーで た。 た。 なし9 了。
す。 ところか
らこ 注あ文るが来てい

るのく負駐でIすt員がII畠・・t・hf),1> 

TP 依頼惑書星 noo低たl'Jほんとにも 「安い。もう少しiRi<
新しい 発見！ らえ らいいね。」 してn ぼくのは J兆
この星にみとんなが遊 I'Jくらいいるね。」

びに来るこ ができる
新んしい町そを遅設したい

遅↑‘恰 こで、その町
の を一つ 10 0 0 「建物しかいけない
億円でつヽ くってくださ んです教か極」
い。 ドラえ"もOんIIよ>り 授可＇こ に集ま
く負舷1を訊釘 った 料で遊ぶ乗うち

に、をつ像くtたい り
物想 ていた。

ITP・惑星の近全景景
I 

oTPをよとく見て惑用の oTI)をよく見て惑用の oTI)にii：日し、身を乗
・惑星の 様子を らえようと 様子をとらえようと り出して見始めた。

していた。 していた。
「にぎやかなのをつく
ってやろう。」

土地はこの広屡さ。品
（台紙の厚の
ここの上に紙遅物

て＜く豆FIさt員い1inmI> 

0 「お店！」 o「乗り物がいいn 」
この町とにどんな建物 とつぶやく。

が＜あ責る いいかな 0すぐにnl具、材料を
粒It肌ヽSt"01i> o確すy．ぐにJII具、れく。材て料を

0 しばらく巧えていた 確保しにいく。
保しにい

が、罰令った『
発を泡スチロールの塊

「では、始めよう。」 てても倒 しま のコー見いい 見付ばてくる。
わないよi絆。いだ てに、向すかぐう。に材料 保 その形 「駅」に見
んポール 立てる。

o-iiii股をが集開広めいだんポー 0紙発角泡スチロールを台な
oだんボールを］きのこ ル てその上め の上にいろいろ

の台＊．紙形ノ． 1-｝？l 枚 取l.h 
に 図をbヽき始 度で餌えてみる。

にド‘-で呼大ててl・ Ill 
る。

o杖}哺iiだんポールを帯
側だん面から 1るうt。i面 遺没II陀Iす図づる。くりに熱III に切って線路をつ

ポールで 。 くる。

喝談試蒻1こ1くこ別終る。の笥惰
0発か泡くスチロールを肩II

砕ー』9いて、スチロ
ールホンドで台紙に

し 紙に作導削っ Iりつてい如
てがえみ続、る展けよ開うに指 し

これは ll石。」
た 図ので
考 ていた。 0 「先生、もっとした

いなま。来すあかた。^と」何時遠『旧あl 
もこ 。
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表3 授業の実際（その 2)

この星はね。 0地り震ムCJ まが
0「きのこハウス」の 0台風よけのバリアー 0台紙を贋さかさまにし

くることもあもる 風 屈厄し根が、 患台風いのとき をつくろうと息って たり、 にしたりし

がく9tくィること あ ます。 ないと ゆら いた。 て、接の丈夫さを

iージを19t"＂fJII> てみると序根ヽ がと 確かめていた。
れたので定、ボンドを oifirの部分りの折り返腹し
つけて固 したn の頂りな は、 45 の o発泡スチロールの箱

切とで込解をみ決どをし人たれるこ
すを2段に重ねて接符

ottしiinの日曜日に1'くJは る。

ス誓チロールI ッ 045[ うつ゚ くるか
集ク｝ふど しい材料を

で期んし岱でいたが、他
0セロハンを斜めに貼

めてていた。
線のってを 方込す形めこのばと対4に5l角よg 

り、大きな窓をつく
る

o「人きのこハウス」の 「太伯を反射する窓」
仕をつくる。 の切 みになるこ

とに く。 o乗落噂っための椅
0だんボールにF載併をl図 子 泡スチロー

をかきhプ尉ー‘ つ 0 「小1澁00図00分との 1の縮汲
ルをヽ 切って糾み合わ

くって「 に をり付 取明 」がら1友及人I}il図にに
せてつくる。

け＜、ル」っ
る。 りむ。

〇げ駅如の野のt召打1板の駅をれ付だかけるら}て

砂しにた青ものい波色を紙敷をかをき四hマ
0ほとんどの児m鷹の作 おの駅。」
,';;',は大まかな がで 「こ は未来。リニ

ジックで く。 根贔きていたが、 せら
アモーターカーが走

マイペースで展開 ってる。」

0象をスJIみつチロわーせルパ「「薬槃ッ烏局ょクを をか分き続のIけ屈る 。
屋の部 1}｝l切

とにi―測合くぐし青にたる。。わをかI~ るってJJ 飾う

ができる。

0煎の）瓦I}ij図をかく。
りに

今―、ち何億円 くらいの 0人口に行側板を笑顧1•L て、 0展開図もを切り］収る。 01:,]かい側にデパート

ねくつ＂え駒で胚す積か。えば90:I>
その両に のお と情て うれしそうな を建て、 1；闘だんボ
化をつくって、お客 表をしていたn ールで判'j 形の展
さんをIll迎えさせる 根をつける。
ようにする。 0限根の部分を折る。ig バランスを砥芸えてし
花はカラフルな色紙 カ付ックーナイフで 大きさを何 も試
でつくられている。 を けて折部っていた ていた。

がその分りrが弱EIく

0戸1「1きよのし1をこ)をハ立つてウけス」腐ばる厖の な付ヽ側るので、 ポり の 嗜歳をつくるため
に木 ンド りIllのひもをヽ 丸裏を けて補..l...怖lllしてい

めながら台紙に貼ろ
のつやがみもでヽ し．i ．．． た。 うとするが、きれい
覆たい、ひで っ に貼れなかったこと

もの。

oll［階，，，，みiち〗立のみりてfるI[i 。

と、色が気に人らな
2 展に1ゞ.ttI.をは かったことからやめ

0プールの間念にだんポ め 、 みてて ることにする。
ール付で1.¥1' っ．く＜ り、 し＼

「受」つる。 「先 a1.”．したかい 0緑[I :． 色のセロハンで芝
が たよ。寸法ば をつくる。

0水Uきi通面のっ波たの慇の慇じとじ透を っ！」
0デパートにアンテナ

そJうIIと沓しぃセロハ を付ける。
ンを窟てきた。 設計図通りに成

「セロハンにの↑tをつ 功したね。な台風も 0人まかな形ができた
けたプらしわし にな 心＜真粒配いら い9ね1。> ので、 100低1’Jらし
ってールのの感

Iを‘""゚ i＜1飾料をる探ための細かいじになるなあ 想っ
て。」 「 金使おすう。かな。」

0「薬晶もに水彩絵の 〇辟小！階し部琵て分いのた。屈韓開図蹟を
具で する。

-106-



表3 授業の実際（その 1)

024色のマジックで用
根のIi.i面だんポール
の世l山に一本一木述
う色でストライプを
人れていく。虹のよ
うないろどりの屋根
に変わる。

0色紙のプロックを敷
きつめてカラフルな
道をつくる。

く放課後＞
o発泡スチロールをけ
ずって．llIをつくるn

「r友ちゃん2000号」
だ。」

o発泡スチロールでも
う一つ贋子を作る。

「先生の，i子もつくっ
てあげるね。」

ol1分と友人と担任の
人形を作って椅子に
脱らせてくれる。

「先生100低l'Jいきま
した 1」

0一つ一つの値段を説
明しに来た。

「発表会の卯備をしましよ
う。」

一
発

K
惑
し
け

と
で
る
に
の
出
付
。

人
ル
作

TTPし
近
た

友
一
を
椅
、
写
に
い

の
ポ
板
た
り
を
子
て

人
ん
府
げ
貼
景
様
し

3
だ
の
上
を
近
の
と

'
に
会
み
紙
の
履
う

2
祐
表
梢
造
星
惑
よ

0

0

 

°茨でビンポン球と會I・
、レを使ったアドバル
ーンと、 ll[「友ちゃ
ん2000号」を作って
きていた。

「100低l'］にしてはさ
みしいな。」

0アルミホイルで窓を
つくったり、飾りや
用球をつくったりし
ていた。

い
ろ
よ

て
こ
し

し
と
ま

大
い
し

I
よ
が

の
、
さ

物
や
ん

作
ろ
さ

の
こ

<
J

逹
と
た
。

友
る
を
う

r
 

0友人の作品について
の発表を熱心に聞い
ていた。

0自分の作品について
の説明をすることが
できた

0友人の1乍品のよいと
ころを発表すること
ができた。

とうとう立派な遅物
が勢揃いしたね。新し
い惑星もにぎやかにな
るね。友連の煙物に遊
びに行こう。

<Uを＇＂＂゚ t1>

o友人の作，’心について
の発表を、熱心に1Ul
き、身を屎り 111すよ
うにして｛l：品を見て
いた。

0 自分の作品のJ：夫点
を発表することがで
きた。

「?Ri巷をつくるう n 」
l迷もつくろつ。」

o発泡スチロールで船
ゃntti磯をつくる。

o (I分や友人の作品を
こわさないように大
切にii~ぺていた。

0作品カードを読んで
発表の純習をしてい
た。

物
自
説
。
J

建
、
に
た
。

の
り
人
い
よ

人
た
友
て
だ

友
っ
を
し
う

ぢ
畔
梵
―

か
見
の
し
ん

な
を
分
明
が

o

r

 0友人の作品について
の発表を熱心に聞い
ていた。

0自分の作品について
の説明をすることが
できた。

か
だ
つ
つ

駅
面
を
い

た
片
路
て

っ
へ
船
し

く
物
の

Iii

つ
紐
ル

flI

が
の
一
で

塙

ポ

い

。

t
ら
ん
な
た

゜

表
す
け
か
ま
と

発
の
。
ろ
も
こ
。

は
も
た
し
ど
い
す

想
く
に
し
も
ん
ろ
で

感
ぼ
き
張
お
こ
し
い

日
と
緊
、
。
も
た

今
る
＜
ど
た
お
し

す
ご
れ
っ
た
を

ぞ
建
、
る
み
！

ん
を
て
れ
糾
功

ま
物
け
ら
。
成

想
も
建
つ
｝
た
大

慇
て
。
●
呻
し
。

っ
た
土
も
に
た

と
し
、
ア
う
て

く
て
ド
よ
立

「先生、迅がないから
遊びにfjけんよ。迂i
をつくっていいです
か。」

0どんどん道をつくっ
準物どうしをつな
ぎ，める
― 9蜘

今I―」やっと完成
した。 ．iiりは Iお
じさんh」です。
大大大まんぞくで
l•。ちょっとこわ
1るかりしれない
けど多夕だいじょ
うぶ！ドラえもん
の惑凩に建ってい
るのが見えてきそ
うです。
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児童の作品

r--

写真 1 A児の作品 写真 2 A児の作品

写真 3 B児の作品 写真 4 B児の作品

写真 5 C児の作品 写真 6 その他児童作品
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4 題材からの考察

題材の実践を通して、提案の言葉と児童の表現活動について考察する。

(l) A児の表現活動について

「出会い」の段階で、TPの惑星の荒涼としたようすから、にぎやかなお店を作ろうと思

いついた。 「表現」の段階で、お店に必要なものを次々に思いつき、受付、そこにすんで

いる人、楽しく遊べるプールと思いが拡がっていった。保健委員会のA児はその体験から

プールでけがをした人を手当する薬局を作って、自分がそこで働いていることにした。A

児の生活体験が反映された表現であると考えられる。 （図 3 表4 参照）

きのこ型の家

I 
にぎやかな麓物

9さし1I5tさん96んで¥1、

「泳ぎたいな」

「けが人がでるかも」． 

私が手当てをする

カラフルでにぎやかな村

図3 A児の思いの拡がり

(2) B児の表現活動について

<A児の裏現方法のエ央＞

(I)?、．の：；：：：：くりた 1カープ賓？：；？．分に

H加．恥
（2)ブールをつくりたい． 19隕！守翡臨

叩悼i;笠のをつItてわをつくって
貼る．

(3)藁鳥をつくりたい． 璽1lらしさをだすために

即ii皿．？〖
U)にぎやか9ヽ ●じがだしたきのこ型のの●の片iii

ぃ． I炉ゆふ！こ叫のマジフクで
でスト ーイプをいれる．虹の
ようなるどりにする．

（5)カラフルな●轡にしたい 1凶憲をカ ターナイフで 9

黙如叫

表4 A児の表現方法の工夫

授業前の材料集めの段階で、乗り物を作りたいと考えていたが、 「出会い」の段階で気

に入った建物のコピー（「かねじゃ銀行」 ）を思いつき、建物の展開図を段ボールにかき

はじめた。他の児童がどんどん制作を進める中、複雑な展開図に試行錯誤しながらもマイ

ペースで楽しんで展開図を作り、成功させた。B児は算数の拡大・縮小の学習の作図が得

意であったので、完成まで意欲が持続したと考えられる。この学習で、 B児は自分のよさ

を発揮しながら主体的に表現活動を展開することができたと考えられる。 （図 4 表 5

参照）
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・・・・・ ,. ．．．、

；乗り物；．．．．．．． • - .. ．ヽ． r··•···· '‘-it1（りtII

空港 ・潜・飛行讃・船

図4 B児の思いの拡がり

< B 児の裏現方法の工夫＞

坦いの鉱がり 表駁方注の．T．夫

(I) 丈し夫たでい．、きれい“U物に
耳統院齢編¥釈。一

(2)債aをきれいにしたい．

『み翌合わ餞せるi?法：をiと9る．呼

(3) 折きりり返させしのた重い．なりをすっ

鼎聾醐
（4)ぃ目．立つ鼠行の日飯がほし 発ル泡ミスチロでー鰤ルをる切って、 ア

＊イル ． 

(5) '行か＼っりJこnJfい田い車ほ」しい．

跨イくルる．祐で鰤っや芸る．が益みや如、アむルこ；＊ 

(6) l!ほ回しいII．のアドパルーンが ピ＜ンポン玉1こ針金を遍してつ
る．

(7) し「100値」円にしてはさみ
を:¢つらくtる．i乏ぢ翌ヽ；零盈9し‘•

表5 B児の表現方法の工夫

(3) C児の表現活動について

C児は、表現活動に対して苦手だという先入観をも っている児童である。そのため表現

活動に消極的であ った。本題材においては「出会い」の段階では「にぎやかなのがいい」

という思いをもっていた。 「表現」の段階で、材料の発泡スチロールの塊を見つけ、その

形を未来の駅に見立てた。手で発泡スチロールを細かくちぎ ったり、カ ッターナイフで

切ったりなどの操作活動を通して次々に思いが拡がっていった。この学習の中で、 C児は

材料をもとにして思いのままに試みながら意欲的に表現活動していくことができたと考え

られる。 （図5 表6 参照）

＜ c児の表卑方法の工夫＞
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の
を

そ
¢

0--~f，：三
<C児の患いの鉱がり＞

坦いの鉱がり 汲如怯のエ夫

(I)＊来の駅がつくりたい．
大をEきめ9院な兄r謀dスチロール―のプ墳ル
に てう形、をテ遺ぷ．

(2)鯨路がつくりたい。 片ffri段ポールを名状に切る。

(3)妙ftl(.jがあるといいな．
兌雑チ氾ロス叩ルチ・ロ• ーンル心でを貼・ベでふこ っ

と にド て、ス
ー る．

(◄)もっと大きくしたい． 発し氾て組スみチロールのIllを2段に
合わせる．

(5)芥！蹂甜桜ら」 炉る．、筍に付卜いてよいた糾セロハンテンのうにめに貼

(6)｝令喩」門翡riが11が‘k”みイ合フdでわス駁せチ状て〇つにー切ルくをるっ．カたブものタをー糾ナ「の、 N の

(7) が碑‘がら見11えしいる．きれいな 謡如炉i啜9姦悽、念総~L紐めて紐台紙

ロハンを貼しる。

図5 C児の思いの拡がり 表6 C児の表現方法の工夫
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(4)題材を通しての考察

提案の言葉に よって自分にふさわしい表現主題や意図をもって表現活動をすることに関

しては、児童一人一人がそれぞれに思いを拡げることが可能なキーワードを工夫し、児童

に次のような変容がみられた。

• 一人一人の児童が、自分なりの感じゃ思いをもち、それぞれの表現主題をスムースに決

めることができるようにな った。

• 一 人一人の児童の生活体験や興味•関心が反映された表現活動がみられるようにな っ

た。

また、提案の言葉によ って、表現活動にこだわらせるという点では、操作イメージを鮮

明にさせる提案の言葉によって、加工や接着の丈夫さにこだわらせることができた。活動

の視点を変える提案の言葉は、児童がそれまでの活動を自ら再考したり、さらに工夫を加

えたりすることに有効であ った。そして、表現活動にこだわらせる提案の言葉によって、

児童が表現方法や材料などを自由に選んだり、思いのままに試したりして表現していく姿

がみられるようになった。

表現活動を励ますと いう点では、一人一人の児童の思いを大切にして、その児童に同意

し、共感し励ますことによ って表現意欲が高まっていった。また、鑑賞の段階で自分や友

人のよさや工夫点を話し合い、認め合うことで、作品を大切にするようになった。

これらのことから、提案の言葉を工夫することで、 一人一人の児童の視覚的イメージを

ふくらませ、表現の思いを誘い出すことができたと考えられる。また、表現方法や操作の

工夫をしながら、思考、判断を繰り返す表現活動を促すことができたと考えられる。 した

がって、提案の言葉を工夫することは、児童の主体的な表現活動を誘い出すことに十分な

効果があったと考えられる。
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